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2019.7 第37 号 2議会だより

(仮称)歴史と未来の交流館
建設に着手　　　　　

　令和元年第２回定例会（６月議会）は、６月３日に開会し、20 日ま
での会期で開催しました。
　一般質問は、11 日から 13 日までの３日間で 13 人の議員が行い、
14 日の予算決算委員会では一般会計の補正予算を審査しました。
　20 日の議案審議では、専決処分の承認、一般会計補正予算のほか
東海駅西口広場再整備に関する条例の廃止、東海南中学校給食室増改
築工事、（仮称）歴史と未来の交流館建設工事の工事請負契約の締結
など、村長提出の議案１９件すべてを可決しました。

※�全議案の議決結果はホーム
ページでご覧いただけます。

　（仮称）歴史と未来の交流館は、ふるさ
と東海村の歴史や文化を発信する拠点で
す。「見る･触れる･体験する･交流する」
をキーワードに子どもから大人まで楽しみ
ながら学び、活動できる施設として、性質
の異なる３つの展示室に、村の風土とその
上に成り立つ歴史を展示します。
　また、文教エリアとの連携を図るため、
大きな屋外交流広場を設けています。
　７月から建設工事に着手し、建物完成は
令和２年12月、展示制作は令和３年３月
に完成した後、文化財移設等の準備を進
め、令和３年７月に開館予定です。

　（仮称）歴史と未来の交流館建設における関連工事は、一般競争入札の結果、建築工事及び外構
工事は 10 億 6,370 万円、電気設備工事は 1 億 4,256 万円、機械設備工事は 1 億 9,030 万円、
展示制作業務委託は指名競争入札の結果 9,680 万円となりました。

６月議会
あらまし

６
月
定
例
会

■議案第 46号～ 49号概要

■建設費用について

■（仮称）歴史と未来の交流館の平面図（イメージ）

N

A

A’

６月定例会で審議された議案の中から
注目議案をご紹介します。



６
月
定
例
会

　　　議員名

議案等名　　

新政とうかい みすずの会 公明党 無会派

結果
鈴
木　
　
曻

飛
田　
静
幸

村
上　
邦
男

舛
井　
文
夫

大
内　
則
夫

越
智　
辰
哉

河
野　
健
一

武
部　
愼
一

吉
田　
充
宏

寺
門　
定
範

笹
嶋　
士
郎

新
垣
麻
依
子

江
田　
五
六

恵
利　
い
つ

清
宮　
寿
子

阿
部　
功
志

岡
崎　
　
悟

植
木　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　
孝

承認第　３号 ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認
議案第４６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

承
認
第
３
号

東
海
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
49
号

業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
均
等
割
と
平
等
割
の
減
額
対
象
の

範
囲
を
拡
大
し
、
新
た
に
71
名
の
軽
減

が
見
込
ま
れ
る
点
は
賛
成
。
し
か
し
加

入
者
１
人
で
所
得
約
７
２
０
万
円
以
上

の
場
合
、
賦
課
限
度
額
が
58
万
円
か
ら

61
万
円
に
引
き
上
が
る
点
は
反
対
。
国

保
の
構
造
を
改
善
す
べ
き
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対　
　

こ
こ
数
年
、
村
の
業
務
委
託
料

は
物
件
費
と
し
て
上
昇
し
、
昨
年
は
約

32
億
円
。
交
流
館
展
示
制
作
業
務
委
託

料
約
１
億
円
は
、
村
の
財
政
ひ
っ
迫
の

要
因
と
な
る
。
行
政
と
住
民
の
協
働
作

業
で
委
託
料
を
見
直
し
、
住
民
の
主
体

的
参
加
活
動
で
住
民
力
ア
ッ
プ
を
。

み
す
ず
の
会　

清
宮 

寿
子 

議
員

反対　
　
「
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」
の
展

示
制
作
業
務
委
託
に
約
１
億
円
の
予
算

を
か
け
る
契
約
は
、
積
算
根
拠
が
不
十

分
。
今
後
70
年
間
、
村
民
の
生
活
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
村
で
予
想

さ
れ
る
事
態
は
全
国
に
た
く
さ
ん
の
負

の
事
例
が
あ
る
。

み
す
ず
の
会　

江
田 

五
六 

議
員

反対

議
案
第
46
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
当
初
12
億
円
が
、
昨
年
６
月
16
億

円
に
、
今
年
３
月
に
18
億
円
と
跳
ね
上

が
っ
た
。
行
政
の
見
通
し
が
甘
い
ま
ま
、

交
流
館
建
設
に
取
り
掛
か
る
こ
と
は
、

さ
ら
な
る
建
設
費
上
昇
に
な
り
か
ね
な

い
。
建
設
費
は
、
一
生
懸
命
に
働
い
た

住
民
の
血
税
で
あ
る
。

み
す
ず
の
会　

恵
利 

い
つ 

議
員

　
　
交
流
館
事
業
で
村
長
は
、
住
民
の

要
望
・
意
見
書
・
署
名
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
な
く
村
長
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
神
命
）

と
し
て
建
設
あ
り
き
で
進
め
て
き
た
。

村
税
で
運
営
さ
れ
る
行
政
と
し
て
、
そ

の
進
め
方
に
疑
問
を
感
じ
る
。
村
民
の

意
見
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

み
す
ず
の
会　

江
田 

五
六 

議
員

討

論

自
分
の
意
見
（
賛

成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見

に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め

て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

反対反対

2019.7 第37 号3 議会だより

賛否の分かれた議案などの名称と要旨
承 認 第 ３ 号

専決処分の承認を求めることについて（東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
国民健康保険税賦課限度額及び軽減判定所得基準額の引き上げを行うための条例の一部改正

議 案 第 46 号
工事請負契約の締結について
（第31－29－102－Ｋ－001号（仮称）歴史と未来の交流館建設工事（建築工事）及び外構工事）
建築工事及び外構工事の請負契約締結に議決を要するため

議 案 第 47 号
工事請負契約の締結について
（第31－29－102－Ｋ－002号（仮称）歴史と未来の交流館建設工事（電気設備工事））
電気設備工事の請負契約締結に議決を要するため

議 案 第 48 号
工事請負契約の締結について
（第31－29－102－Ｋ－003 号（仮称）歴史と未来の交流館建設工事（機械設備工事））　
機械設備工事の請負契約締結に議決を要するため

議 案 第 49 号
業務委託契約の締結について（（仮称）歴史と未来の交流館展示制作業務委託）
展示制作業務委託の契約締結に議決を要するため



一

般

質

問

2019.7 第37 号 4議会だより

村政を問う！一般質問

検索東海村議会

村上　孝　議員　P.５
１　農地集積の現状
２　新川管理の在り方
３　�災害に強いまちづくりに向けた取り組み

吉田　充宏　議員　P.５
１　高齢者のいきがいづくり
２　安全安心なまちづくり
３　�（仮称）歴史と未来の交流館について
４　広域避難訓練について

大名　美恵子　議員　P.６
１　�保育所・幼稚園及び学校生活における安全確保
２　ゴミ分別収集の現状
３　�国保税の負担軽減策
４　改正「水道法」の本村への影響
５　東海第二原発の再稼働表明への対応

恵利　いつ　議員　P.６
１　�( 仮称 ) 歴史と未来の交流館建設問題、付帯決

議を受けて行政はどのように取り組むのか
２　�外国人（労働者）を東海村の一員として迎え

入れるための環境整備
３　�東海第二原発の再稼働はできないと村長は
　　明確に意思表示をすべき

舛井　文夫　議員　P.７
１　公共交通のあり方
２　�ケーブルテレビについて
３　�無電柱化について
４　村総合計画の進捗状況等について
５　駅西口広場の活性化

植木　伸寿　議員　P.７
１　住民自治向上への取り組みは
２　�LGBT の理解促進に向けた考えは
３　�災害時対応に向けた取り組みは

岡崎　悟　議員　P.８
１　通学路の安全対策
２　�「アポ電話」対策
３　�役場相談窓口の機能充実
４　ブロック塀撤去費の助成

武部　愼一　議員　P.８
１　�学校安全の多様化に向けた対応は如何に
　　－複雑化する学校安全、生活安全に向けた対応－
２　�70 歳まで働く社会環境に向けて今できることは
　　－社会の意識改革、社会保障制度、働き方改革－
３　�労働人口の高齢化に伴う再教育の必要性
　　－多様な産業支援のための高齢者リカレント教育－
４　�村全体を俯瞰した総合管理計画
　　－インフラ個別計画、総合管理計画、財政管理計画－
５　�東海在住外国人の人口推移と今後の課題
　　－家族支援（生活、言語等）、児童の教育支援等－

阿部　功志　議員　P.９
１　�小中学校に送付された文科省版「放射線副読

本」の扱いは
２　�ヨウ素剤配布、40歳以上への今後の方針は
３　�太陽光発電の蓄電池設置補助への取り組みは
４　�高齢者の免許返納に対応するデマンドタク

シー増車等の対策は
５　�主要な交差点等に車進入防止柵を設置する取

り組みは
６　村内公園への除草剤散布の実態は

笹嶋　士郎　議員　P.９
１　�東海村財政について
２　�待機児童の状況について
３　�生活道路整備状況について
４　交通安全施設整備について

清宮　寿子　議員　P.10
１　�土地利用は、自然豊かな住環境の保護を最優先

にすべきでは（第５次総合計画に則るように）
２　�交流館建設事業は、自治基本条例第 18条に
　　反しているが
３　�戦後 74 年経過した今、遺族会と村の関わり方は

寺門　定範　議員　P.10
１　�広域避難計画について
２　�村立幼稚園の延長保育
３　�常磐線踏切の安全確保
４　原子力人材の育成

越智　辰哉　議員　P.11
１　�夏休みの空き教室を活用した学童クラブの
　　開設
２　�行政情報のランク付けと情報発信ツールの
　　活用
３　�県立高校再編の影響等について
４　ごみ集積所の利用状況調査
５　地域における担い手の確保育成

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

一般質問とは
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長など執行部に対して質問し、時には是正を求めながら、
新たな施策の提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。



一

般

質

問

2019.7 第37 号5 議会だより

東海村で工事が終わった東新川と
未整備の茨城県の二級河川　　　

さらなる改善が求められる
デマンドタクシー　　　　

問 　新川の管理を
県管理とすべきでは

答 　重要課題であり県に要望していく　

問 　免許証返納と
交通手段対策は同時

答 　改善策や拡充策について議論する　

課
題
と
対
策
、
さ
ら
な
る

増
便
や
利
用
時
間
の
延
長

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答　

高
齢
者
を
中
心
に
重

要
な
移
動
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
多
く
の
村
民
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
一
方

で
、「
予
約
が
取
れ
な
い
」

「
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
」

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
車
両
の
増

加
や
増
便
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
増
員
、
運
行
時
間
の
30

分
延
長
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
き
た
。
今
後
も
村
民

の
声
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、

関
係
者
と
有
効
な
改
善
策

や
拡
充
策
に
つ
い
て
、
議

論
を
深
め
る
。

問　
新
川
の
管
理
を
広
域

的
な
観
点
か
ら
、
二
級
河

川
に
格
上
げ
し
県
管
理
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
県
関
係
者
や
周
辺
自

治
体
に
よ
る
「
東
新
川
に

関
す
る
情
報
交
換
会
」
を

開
催
し
、協
議
し
て
い
る
。

問　
本
村
が
数
億
も
の
費

用
を
か
け
河
川
の
修
復
工
事

を
す
る
に
は
限
度
が
あ
る
。

答　

東
新
川
の
管
理
は
村

の
域
を
超
え
て
い
る
。
県
に

要
望
活
動
を
続
け
て
い
く
。

問　
災
害
に
強
い
ま
ち
を

目
指
す
た
め
に
は

答　
計
画
に
従
い
関
係
機

関
と
情
報
共
有

問　
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
、
昨
年
の
約
1.7
倍
に
増

え
た
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
の
実
績
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
自
主
的
な
免
許
返
納

を
後
押
し
し
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
を
図
っ
て

い
る
。
平
成
30
年
度
の
申

請
件
数
は
１
２
３
件
で
前

年
度
か
ら
71
件
の
増
と
な

り
、
自
主
返
納
支
援
事
業

が
着
実
に
浸
透
し
て
き
た
。

問　
本
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
免
許
証
を
返

納
し
た
高
齢
者
の
移
動
手

段
の
充
実
も
並
行
し
、
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

村
む ら

上
か み

　孝
たかし

　議員

新政とうかい

吉
よ し

田
だ

　充
み ち

宏
ひ ろ

　議員

問　
原
電
で
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、

防
潮
堤
の
高
さ
を
20
メ
ー

ト
ル
と
す
る
計
画
だ
が
、

原
子
力
自
治
体
で
あ
る
東

海
村
の
津
波
対
策
の
状
況

は
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
の
た
め
、
横
断
的
な
施

策
調
整
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

答　

海
岸
沿
い
の
土
地

は
、
原
子
力
や
港
湾
用
地

で
あ
る
た
め
影
響
は
限
ら

れ
て
い
る
。
津
波
防
災
は

国
や
県
等
と
横
断
的
に
連

携
し
つ
つ
、
当
面
は
防
災

知
識
の
普
及
や
意
識
啓
発

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
ソ

フ
ト
施
策
を
進
め
て
い
く
。
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る
」
や
「
自
治
会
へ
の
資

源
ご
み
報
奨
金
が
減
少
傾

向
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
う

し
た
声
に
応
え
つ
つ
ご
み

排
出
の
傾
向
を
大
枠
で
把

握
す
る
た
め
に
、
資
源
ご

み
回
収
を
充
実
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

答　
平
成
29
・
30
年
度
の

可
燃
ご
み
は
増
加
傾
向
の

一
方
、
資
源
物
は
減
少
。

可
燃
ご
み
へ
の
混
入
や
、

大
型
店
舗
に
よ
る
店
頭
回

収
利
用
の
可
能
性
も
あ

る
。
資
源
物
の
収
集
回
数

は
、
最
大
月
４
回
ま
で
可

能
だ
が
、
利
便
性
向
上
の

た
め
加
え
て
常
設
型
資
源

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
検

討
し
た
い
。

資源ステーション　甲府市の場合

原電による住民説明会
（再稼働を懸念する多くの質問が出ました）

問 　資源ごみ回収の充実を
図っては

答 　常設型資源ステーションを検討　

問 　冷却機能喪失、
暴走までの猶予は

答 　100℃に達するまでに約 22日

工
事
は
事
業
者
の
経
営
上

の
判
断
。
コ
メ
ン
ト
は
差

し
控
え
る
。
何
よ
り
も
大

事
な
こ
と
は
、
住
民
の
意

向
把
握
で
あ
り
悩
ん
で
い

る
。
幅
広
い
年
齢
層
か
ら

意
見
を
聞
け
る
よ
う
な
場

を
つ
く
り
た
い
。

問　
国
に
８
兆
円
超
（
国

民
一人
当
た
り
約
７
万
円
）

の
借
金
を
し
て
い
る
東
電

が
、
１
，
７
４
０
億
円
の
債

務
保
証
を
す
る
意
向
と
の

こ
と
。
工
事
後
に
再
稼
働

に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
場

合
、
１
，
７
４
０
億
円
の
穴

埋
め
は
、
国
民
の
税
金
に
な

り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
。

答　
事
業
者
が
審
査
を
受

け
て
進
め
て
い
る
こ
と
。

自
治
体
の
首
長
と
し
て
住

民
の
安
心
安
全
を
ど
う
守

る
か
で
判
断
す
る
。

問　
「
最
近
資
源
物
量
が

減
少
傾
向
。
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い
る

か
」
と
の
声
が
あ
る
。　

答　
年
度
ご
と
の
変
動
は

あ
る
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

薄
肉
化
や
簡
易
包
装
化
な

ど
も
あ
り
、
排
出
量
は
減

少
に
転
じ
て
い
る
。
平
成

30
年
度
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
約
55
ｔ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
が
約

１
７
４
ｔ
で
、
ピ
ー
ク
時

比
で
そ
れ
ぞ
れ
約
66
％
、

約
48
％
に
減
少
。

問　
同
年
度
で
可
燃
ご
み

の
排
出
量
は
ど
う
か
。　

　
も
う
一
方
の
住
民
の
声

に
「
月
２
回
収
集
で
は
ゴ

ミ
袋
の
置
場
に
苦
慮
す

問　
福
島
第
一
原
発
で
は

稼
働
中
の
た
め
、
わ
ず
か

１
日
で
爆
発
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
東
海
第
二
原
発

は
８
年
以
上
冷
却
し
て
い

る
の
で
、
暴
走
し
始
め
る

ま
で
の
時
間
的
猶
予
は
十

分
あ
る
。
再
稼
働
を
目
指

す
工
事
と
廃
炉
に
向
か
う

安
全
対
策
工
事
で
は
工
事

費
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

原
電
は
、
自
立
調
達
で
き

な
い
１
，
７
４
０
億
円
も

の
経
費
を
か
け
て
、
再
稼

働
に
つ
な
が
る
工
事
に
取

り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

今
こ
そ
村
長
は
「
再
稼
働

は
で
き
な
い
」
と
意
思
表

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

１
，
７
４
０
億
円
の

大
お お

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

　議員

みすずの会

恵
え

利
り

　いつ　議員
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乗客の乗っていない大型バス

問 　公共交通の
あり方について

答 　利用率の厳しい路線は廃止も視野　

問 　住民自治向上への
取り組みは

答 　地域未来ビジョンをともに作る　

ね
て
き
た
。
今
後
は
、
出

さ
れ
た
意
見
等
を
基
に
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
向
け
実
践
的
な

活
動
を
展
開
す
る
。

問　
自
治
会
活
動
の
理
解

促
進
と
併
せ
、
防
災
面
に

お
け
る
住
民
向
け
の
情
報

発
信
に
活
用
す
る
た
め
に

も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活

用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ま
ず
は
、
自
治
会
活

動
を
多
く
の
方
に
理
解
い

た
だ
く
事
が
大
切
と
考
え

る
。
今
後
は
、
一
部
の
自

治
会
で
行
っ
て
い
る
広
報

誌
に
よ
る
情
報
発
信
に
加

え
、
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
現
在
、
免
許
返
納
者

や
交
通
弱
者
に
対
し
、
村

内
を
大
型
バ
ス
が
走
っ
て

い
る
が
、
乗
客
が
乗
っ
て

い
な
い
と
の
声
を
村
民
か

ら
聞
く
。
こ
の
現
状
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　

路
線
バ
ス
の
利
用
状

況
は
、
平
成
27
年
度
が

３
万
８
千
人
、
平
成
28
年

度
が
４
万
８
千
人
、
平
成

29
年
度
が
５
万
４
千
人
、

平
成
30
年
度
が
８
万
人
と

順
調
に
利
用
者
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。
し
か
し
、
利

用
率
の
厳
し
い
路
線
や
時

間
帯
に
つ
い
て
は
、
廃
止

や
時
間
の
変
更
も
視
野
に

入
れ
て
、
地
域
住
民
や
関

係
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
私
は
、
こ
れ
ま
で
住

民
自
治
を
ど
う
向
上
さ
せ

る
の
か
質
問
を
重
ね
て
き

た
。
昨
年
度
は
、
各
地
区

で
行
う
村
政
懇
談
会
の
開

催
に
工
夫
の
見
ら
れ
た
地

域
も
あ
っ
た
。
村
と
の
協

議
の
う
え
開
催
手
法
を
変

え
た
地
域
で
は
、
若
い
方

が
参
加
し
活
発
な
意
見
交

換
も
行
わ
れ
、
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
新
た
な
地
域
づ
く
り

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る「
地

域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、

村
民
と
と
も
に
作
り
上
げ

る
た
め
の
意
見
交
換
を
重

新政とうかい

舛
ま す

井
い

　文
ふ み

夫
お

　議員

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

問　
私
は
毎
朝
舟
石
川
小

入
口
の
十
字
路
交
差
点
で

生
徒
を
見
守
っ
て
い
る

が
、
笠
松
運
動
公
園
、
船

場
、
舟
石
川
小
学
校
、
文

化
セ
ン
タ
ー
経
由
で
、
駅

東
口
行
き
の
大
型
バ
ス
に

乗
客
が
乗
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
現
実
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答　
笠
松
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
村
政
懇
談
会
で
の

意
見
な
ど
を
基
に
地
域
公

共
交
通
会
議
で
協
議
・
決

定
し
た
。
ま
た
中
型
バ
ス

へ
の
車
両
変
更
は
、
導
入

費
用
の
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
関
係
者
と
協

議
し
た
い
。

緑ヶ丘地区ワークショップのようす
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て
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

答　

大
切
な
の
は
学
校
職

員
が
足
を
運
ん
で
安
全
を

確
認
す
る
こ
と
。
子
ど
も

の
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
捉

え
、
僅
か
な
変
化
に
我
々

大
人
が
気
づ
く
感
性
が
何

よ
り
大
切
。
子
ど
も
達
の

心
の
声
を
救
い
上
げ
る
こ

と
こ
そ
教
育
の
営
み
、
一

人
一
人
の
子
ど
も
の
命
を

守
り
、
希
望
を
未
来
に
繋

ぐ
こ
と
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
、
昨
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
来

年
度
に
か
け
て
全
小
学
校

で
始
ま
る
。
そ
う
し
た
中

で
地
域
で
一
体
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

体
制
づ
く
り
が
大
切
。

健康観察や心のケアの進め方、メンタルヘルスの基礎知識、
学校における日常から心のケアを進めていくための指導参考資料。

か
ら
、
そ
の
機
能
を
も
つ

も
の
に
代
え
る
べ
き
。
村

の
考
え
を
伺
う
。

答　
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
か
け
が
い
の
な
い
命

を
、
社
会
全
体
で
交
通
事

故
か
ら
守
る
観
点
で
、
道

路
交
通
環
境
の
改
善
は
重

要
と
考
え
る
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
や
原
電
線
白

方
小
学
校
入
り
口
の
信
号

待
機
場
所
の
拡
張
な
ど
、

通
学
路
の
利
用
状
況
を
学

校
や
教
育
委
員
会
、
警
察

等
と
連
携
を
図
り
調
査
把

握
を
行
い
、
通
学
路
危
険

個
所
の
安
全
対
策
を
実
施

す
る
。

ガードレールによる安全対策を求める

学校における子どもの心のケア－サインを
見逃さないために（文部科学省 平成26年）

問 　白方小学校通学路の
安全対策を

答 　ガードレール等の対策を実施する　

問 　児童の SOS を
どう受け止めるか

答 　子どもの心の声に気付き救い上げる　

問　
自
動
車
が
歩
道
へ
飛

び
込
む
事
故
が
、
各
地
で

発
生
し
て
い
る
。
白
方
小

学
校
通
学
路
の
原
電
線

に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

設
置
を
求
め
る
。
①
畑
の

耕
作
者
へ
の
最
大
の
配
慮

を
し
た
う
え
で
、
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
②
原
電
線
白
方
小

学
校
入
り
口
の
信
号
待
機

場
所
が
、
朝
の
登
校
時
に

子
ど
も
た
ち
で
溢
れ
る
。

よ
り
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
の
場
所
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
③

こ
の
待
機
場
所
に
立
つ
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
は
、
車
の
侵

入
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と

問　

犯
罪
的
い
じ
め
や
、

歪
ん
だ
家
庭
、
生
活
環
境

に
よ
る
犯
罪
被
害
、
思
い

込
み
等
に
よ
る
事
故
、
無

差
別
に
襲
い
か
か
る
犯
罪
、

児
童
の
安
全
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
社
会
環
境
の
下
で
、

児
童
か
ら
大
人
に
発
信
さ

れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
大
人
社
会

の
事
情
で
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る

の
か
。
子
ど
も
達
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
受
け
止
め
る
の
は
、

基
本
的
に
は
家
庭
。
そ
れ

以
外
で
の
社
会
と
の
繋
が

り
を
育
む
学
校
生
活
で
は

可
能
な
限
り
、
見
て
聞
い

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

新政とうかい

武
た け

部
べ

　愼
し ん

一
い ち

　議員
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問 　40 歳以上への
ヨウ素剤の配布は

答 　今後もすべての年齢の方を対象に　

問 　10 月からの
保育無償化の対応は

答 　臨時的保育施設の設置も検討　

ん
で
い
る
。
10
月
か
ら
の

制
度
開
始
に
向
け
て
は
、

無
償
化
に
よ
り
潜
在
的

な
保
育
ニ
ー
ズ
が
掘
り
起

こ
さ
れ
待
機
児
童
の
状
況

は
、
今
以
上
に
厳
し
く
な

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

待
機
児
童
の
状
況

が
、
今
以
上
に
厳
し
く
な

る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
幼
稚
園
・
小
学
校

な
ど
公
共
施
設
の
空
き
部

屋
を
仮
設
の
保
育
所
と
し

て
再
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　
期
間
を
限
定
し
た
臨

時
的
保
育
施
設
の
設
置
や

公
立
幼
稚
園
を
は
じ
め
と

す
る
既
存
施
設
の
活
用
も

検
討
し
た
い
。

問　
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
今
後
、
ヨ
ウ
素
剤
を

配
る
対
象
を
原
則
40
歳
未

満
に
限
る
、
と
方
針
を
見

直
し
た
。
し
か
し
40
歳
以

上
に
発
ガ
ン
の
リ
ス
ク
な

し
と
い
う
根
拠
は
な
い
と

も
言
う
。
村
の
見
解
は
。

答　

今
年
２
月
ま
で
に

１
６
，
５
７
４
人
に
配
布

し
た
。
配
布
率
は
約
42
．

５
％
。
今
年
７
～
８
月
の

配
布
会
で
は
、
茨
城
県
な

ど
と
の
調
整
を
踏
ま
え
、

す
べ
て
の
年
齢
の
方
を
対

象
に
配
布
す
る
。
そ
の
後

は
別
途
検
討
す
る
。

問　
村
内
公
園
へ
の
除
草

剤
散
布
の
実
態
は

問　
今
年
の
10
月
か
ら
幼

児
教
育
・
保
育
無
償
化
が

始
ま
る
。
夫
婦
共
働
き
の

生
活
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で「
私

も
保
育
所
に
預
け
て
働
き

た
い
。」
と
い
う
家
庭
は
多

い
と
思
う
。
昨
年
９
月
議

会
で
、
待
機
児
童
解
消
に

向
け
２
歳
児
未
満
の
小
規

模
保
育
、
駅
近
な
ど
に
一

時
預
か
り
所
設
置
を
提
案

し
た
。
そ
の
後
の
状
況
と

無
償
化
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答　
小
規
模
保
育
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
整
備
場
所
や

実
施
事
業
者
な
ど
は
決
定

し
て
い
な
い
。
令
和
２
年

４
月
開
所
に
向
け
取
り
組

みすずの会

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

答　
使
用
し
な
い
の
が
理

想
、
調
査
研
究
す
る

問　
５
月
末
、
村
内
の
公

園
に
除
草
剤
を
散
布
し
た

と
掲
示
が
あ
っ
た
。
使
用

農
薬
は
２
種
類
で
、
発
ガ

ン
性
の
あ
る
ク
ロ
ル
フ
タ
リ

ム
50
％
の
ダ
イ
ヤ
メ
ー
ト

水
和
剤
。
そ
れ
と
猛
毒
の

パ
ラ
コ
ー
ト
や
ジ
ク
ワ
ッ
ト

を
含
む
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
。

健
康
被
害
が
心
配
さ
れ
る

の
で
、農
薬
は
使
用
せ
ず
、

刈
り
払
い
に
し
て
は
。

答　
環
境
へ
の
保
護
か
ら

考
え
る
と
使
用
し
な
い
こ

と
が
理
想
だ
が
、
刈
り
払

い
で
は
間
に
合
わ
な
い
現

状
。
除
草
す
る
回
数
を
増

や
す
こ
と
で
除
草
剤
を
使

用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

か
等
、
調
査
研
究
す
る
。

公園の注意をうながす掲示物

保育所がいっぱいで入所することが
出来ずに困っている働くお母さん
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つ
２
千
数
百
名
の
住
民
署

名
、「
ハ
コ
モ
ノ
建
設
は

も
う
た
く
さ
ん
」
と
い
う

住
民
の
声
を
無
視
で
き
ず

付
帯
決
議
が
可
決
さ
れ

た
。
事
業
を
中
断
し
て
住

民
を
交
え
た
協
議
体
を
つ

く
る
考
え
は
。

答　
村
の
重
要
施
策
で
あ

り
必
要
性
か
ら
議
論
し
直

す
考
え
は
な
い
。
住
民
の

疑
問
に
も
答
え
て
い
く
。

問　
開
館
２
～
３
年
は
賑

わ
う
が
、
以
降
の
来
館
者

数
や
活
動
の
質
と
規
模
の

見
通
し
は
立
た
ず
。
館
長

は
未
だ
選
任
さ
れ
ず
、
維

持
管
理
費
は
人
件
費
や
修

理
費
等
が
不
透
明
な
ま

ま
。今
後
の
事
業
評
価
は
、

村
民
に
報
告
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答　
今
後
も
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。

村
民
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
か

イノベーション創出支援補助金概要
（今年度の募集は終わりました）

問 　交流館建設は
自治基本条例に違反

答 　付帯決議に取り組み反していない　

問 　原子力研究成果から
産業育成が必要

答 　中小企業の開発費等の支援を開始　

し
た
。今
年
度
か
ら
は「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援

補
助
金
」
を
新
設
し
、
研

究
成
果
を
活
用
し
て
新
た

な
製
品
や
技
術
開
発
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
等

に
対
し
て
、
研
究
開
発
費

や
調
査
費
等
を
支
援
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
今
後
と
も
、
村
内
の
大

学
や
研
究
機
関
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
連
携

を
図
り
、
新
た
な
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
村

内
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
個
別
に
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
つ
で
も

多
く
の
産
業
展
開
が
図
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　
４
月
の
競
争
入
札
公

告
と
７
月
着
工
予
定
の
掲

示
は
付
帯
決
議
事
項
を
軽

ん
じ
て
お
り
、
自
治
基
本

条
例
に
反
し
て
い
な
い

か
。

答　
事
業
と
並
行
し
て
付

帯
決
議
事
項
に
取
り
組
ん

で
お
り
反
し
て
い
な
い
。

問　
付
帯
決
議
は
、
建
設

計
画
に
「
交
流
館
建
設
に

つ
い
て
多
く
の
村
民
が
参

画
し
得
る
仕
掛
け
を
構

築
」
す
る
よ
う
求
め
た
。

し
か
し
村
は
、
村
民
参
画

を
、
建
設
後
の

活
動
と
し
て
、

解
釈
を
す
り
替

え
て
い
る
。
建

設
に
疑
問
を
持

問　
東
海
村
は
、
原
子
力

に
関
す
る
最
先
端
の
施

設
・
設
備
や
研
究
者
な
ど

の
人
材
が
集
ま
り
、
研
究

開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
新
た
な

産
業
育
成
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
の
実
績
と
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

答　
大
学
や
国
等
の
研
究

機
関
が
集
積
し
て
い
る
本

村
の
有
す
る
優
位
性
を
産

業
展
開
に
十
分
活
か
し
切

れ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

昨
年
度
に
新
産
業
の
創
出

な
ど
に
取
り
組
む
産
業
戦

略
室
を
設
け
、
村
内
中
小

企
業
を
対
象
に
大
学
や
研

究
機
関
の
研
究
成
果
を
紹

介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

みすずの会

清
せ い

宮
み や

　寿
と し

子
こ

　議員

新政とうかい

寺
て ら

門
か ど

　定
さ だ の り

範　議員
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問 　学童クラブの
定員超過への対応は

答 　来年４月の改善に向け協議・調整中
問　
年
度
当
初
は
45
名
が

入
所
不
可
で
あ
っ
た
が
、

来
年
度
の
見
込
み
と
対
策

は
ど
う
か
。

答　

来
年
度
の
見
込
み

は
、
保
育
所
の
待
機
児
童

の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
今

年
度
同
様
に
定
員
を
超
え

た
利
用
希
望
が
出
て
く
る

と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
小
学
校

の
体
育
館
や
特
別
教
室
な

ど
を
活
用
し
た
「
新
た
な

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
具
体
策
と
し
て
、
ま
ず

は
本
年
度
の
夏
休
み
期
間

中
に
白
方
学
童
ク
ラ
ブ
に

在
籍
す
る
５・
６
年
生
を

対
象
と
し
て
試
行
的
に
実

新政とうかい

越
お ち

智　辰
た つ

哉
や

　議員

施
し
、
得
ら
れ
た
課
題
な

ど
を
分
析
し
、
受
け
入
れ

体
制
を
講
じ
な
が
ら
、
１

年
間
を
通
じ
た
「
新
た
な

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。
な
お
、実
施
時
期
は
、

令
和
２
年
４
月
を
目
指
し

て
い
く
。

問　
１
年
間
を
通
じ
た
受

け
入
れ
で
は
な
く
、
夏
休

み
期
間
に
限
定
し
た
受
け

入
れ
に
つ
い
て
も
、
検
討

す
べ
き
で
は
。

答　
実
際
の
利
用
状
況
な

ど
も
勘
案
し
た
う
え
で
、

「
年
間
を
通
し
た
利
用

ニ
ー
ズ
」
と
「
夏
休
み
期

間
の
一
時
的
な
利
用
ニ
ー

ズ
」
と
を
区
別
し
て
考
え

る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

委 員 会 レ ポ ー ト
Committee Report

総務委員会 建設産業委員会

　
総
務
委
員
会
で
は
、
４

月
９
日
に
ひ
た
ち
な
か
・

東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
村
で
回
収
し
て
い
る

可
燃
ご
み
は
年
々
増
加
傾

向
で
あ
る
一
方
、
資
源
物

は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
村
の
最
終

処
分
場
に
も
限
界
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
化

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま

し
た
。

　
建
設
産
業
委
員
会
で
は
、

６
月
20
日
に
白
方
に
あ
る

茨
城
県
量
子
ビ
ー
ム
研
究

セ
ン
タ
ー
内
の
茨
城
大
学

東
海
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
の
教
育
・
研
究
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
茨
城
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
量
子
線
科
学
専

攻
は
、
量
子
線
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
国
内
で
唯
一
の
専

攻
で
、
学
生
２
０
０
名
及

び
教
員
70
名
の
う
ち
、
常

時
50
名
程
度
が
東
海
キ
ャ

ン
パ
ス
の
最
新
鋭
の
電
子

顕
微
鏡
や
Ｊ

－

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

を
活
用
し
て
研
究
し
て
い

ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
茨
城
大

学
と
学
生
の
生
活
環
境
整

備
や
地
域
と
の
交
流
、
小

学
生
向
け
体
験
教
室
等
の

実
施
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

ひ�たちなか・東海
　クリーンセンターを視察

茨城大学東海サテライト
　キャンパスを視察

定員超過への対応が急がれる
白方学童クラブ



どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越しく
ださい。（受付は30分前から）

傍聴の定員は
50 名

傍聴から
はじめよう！

表紙写真の紹介
　５月25日（土）に石神小
学校の第73回運動会が、晴
天のもと「石神魂100％　令
和最初の勝利を目指せ2019」
をスローガンに開催されまし
た。この場面は、閉会式での
１コマです。白組優勝の結果
を聞いて、勝利の歓声を上げ、
全身で喜ぶ４年生。

優勝おめでとう！

 9 月定例会日程（予定）
期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容

9 月 2 日（月） 午前 10 時～ 開会 9 月 17 日（火） 午前　９時～ 予算決算委員会
9 月 10 日（火） 午前 10 時～ 一般質問 9 月 18 日（水） 午前　９時～ 予算決算委員会
9 月 11 日（水） 午前 10 時～ 一般質問 9 月 20 日（金） 午前 10 時～ 予算決算委員会
9 月 12 日（木） 午前 10 時～ 一般質問 9 月 26 日（木） 午前 10 時～ 議案審議
9 月 13 日（金） 午前　９時～ 予算決算委員会 ※日程は変更になる場合があります。

村内各コミセン
総合福祉センター「絆」

でライブ配信中

委　員　長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　岡崎　　悟　
委　　　員　　大名美恵子　　江田　五六　　恵利　いつ　　越智　辰哉　　新垣麻依子

議　会　報　
編集委員会
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イモジロー、議会が傍聴できるのはわかっ
たけど（議会だより 36 号参照）、過去の議会で
の内容を知りたい時はどうしたらよいの？議

会
の

識
12No.

イモゾー
ファミリー

と学ぼう

イモゾー イモジロー

イモゾー、そういう時は会議録
をみるのが良いよ。

議会ホームページは
こちら

会議録ってなにが書いてあるの？
会議録は、議会の本会議での審議経
過・結果等が書き記してある文書の
ことを言うんだよ。

会議録をみれば村で課題となっていること
やそれに対して議会でどんなやり取りが
あったかを知ることができるんだね。

そうなんだ。会議録は各コミュニ
ティセンター、図書館、議会のホー
ムページでみられるよ。さっそく見てみるよ！

コミセン書籍コーナー

会議録ってなに？
　議会が終了したあと、その内容を知りたいときどうしたら
良いでしょうか。過去50年以上の議会の記録は、全て保
管されています。今回は、会議録についてご紹介します。


